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始業式校長式辞                                

 元日の能登半島を中心とした大地震。避難所の様子を見ると、被災者であ

るにもかかわらず、炊き出しを手伝ったり感染防止に協力したりするなど、

助け合い励まし合っていることがわかります。家族や家屋を失い絶望の淵に

ありながら・・・、人としての「気高さ」を感じます。中には、皆さんと同世

代、受験生もいることでしょう。一日も早く落ち着いた暮らしができるよう願わずにはおれません。 

 今年は令和６年「辰年（たつどし）」です。中国伝来の十二支は、もともと植物の循環する様子を

表しており、辰は十二支の５番目で、草木が成長して、形が整ってくる時期です。物事が目に見えて

大きく動き、変わっていく年だといわれています。辰年の「辰」は「振」という字に由来していると

言われており、激動の年・転換の年になるとも言われています。 

 転換ということでは、ひまわり学級制作のカレンダーが今年からリニューアルしました。各月ご

とに自分たちが描いた絵や図をデータで取り込んで編集しました。今年のメンバーによる今年のメ

ンバーにしか制作できない作品に仕上がりました。改革には、大きなエネルギーと勇気を伴います

が、それをやり遂げたひまわり学級の皆さんに拍手を送ります。 

 ３年生は、新たな進路を切り拓く年です。これまでの努力が花開き、新たなステップを踏み出す

には縁起の良い年と言えるでしょう。受験に向けてラストスパートに全力を尽くすとともに、卒業

にあったって、後輩たちに何を残していくのかを考えて生活して欲しいと思います。 

 ２年生は、学校の中心、生徒会の中心としてリーダーシップを発揮し、先輩方が安心して卒業し

ていけるよう力を尽くして欲しいと思います。 

 そして１年生。4 月には新入生を迎え先輩という立場になります。よき先輩となれるよう３学期

に個人としても学年としても力を蓄えることを願っています。 

 令和５年度のまとめとして、また新年度に向けての準備として、充実した３学期になることを期

待して、式辞といたします。（一部省略しています） 

 

生徒会リーダー研修会にて 

「やまがた雪未来国スポ」開催 ２０２４．２．２１（水）－２４（土） 

４７都道府県歓迎のぼり旗を制作しました 

〔掲示予定場所〕 

やまぎん県民ホール（開始式会場） 

山形市蔵王ジャンプ台（ジャンプ競技会場） 

 


